




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●建物の共同化 補助 81 号線沿道では、H17 年より東京都と連携して道路整備と一体的にまちづくりを進め

ている。これまで街区別に権利者の意向調査を行い、共同建替えに向けた検討会などの運営支援を行ってき

た。共同化の意向が高い街区では事業化が進み 4 街区で事業が完了している。現在、造幣局跡地の南側と保

健所が建つ UR 保有地を区域とした防災街区整備事業を検討している。 

●特定整備路線 豊島区では 5 路線 7 区間が指定されており、東京都は特定整備路線の整備、豊島区は地域の

防災まちづくりの推進、という役割分担のもと都区協働の沿道まちづくりを展開している。 

●辻広場の整備 昭和 61 年から平成 10 年にかけて計 11 の辻広場というポケットパークを整備した。辻広場

は「道の一部」「まちのミニ防災拠点」「まちの歴史を織り込む」「住民参加」「まちの名物」という 5 つの原

則のもとでつくられ、プランニングから工事・管理・運用に至るまで一貫して住民参加方式を採用したこと

が特徴。近年では、地元による維持管理が難しくなり、メンテナンスフリー化を少しずつ進めている。 

■ UR 都市機構 東日本都市再生本部 事業推進部・密集市街地整備部 主査 横山 朋文 

東池袋エリアでのＵＲ都市機構の役割 

●防災公園等の整備 UR が「防災公園街区整備事業」の施行者として整備した。日常のにぎわい

を創出するため、飲食店などの起業を促すため公募設置管理制度（P-PFI 制度）を活用し、整備

を進めた。公募対象公園施設として、カフェ等を設定し、その収益を、特定公園施設である、カ

フェ併設のウッドデッキや、災害時に物資を搬入する大型トラックの重量に耐えうる強度を確

保した舗装の整備費に充当。 

●幣局南地区まちづくり協議会の事務局支援 平成 24 年度から地権者の方々と意見交換をはじめ、平成 27 年度か

ら協議会に発展し、UR は協議会の事務局を支援している。 

●地区内で機動的な土地の取得と（暫定）活用 密集市街地の改善のため UR が機動的に土地を取得している（木密

エリア不燃化促進事業）。取得地の暫定活用の一例として、土地を建物付きで取得し、地域交流拠点として活用す

るため、民間事業者に管理運営を委託している（後述の「ひがいけポンド」）。  

UR 都市機構による東池袋エリアでの密集市街地整備の取組み 

「地区の基盤整備」防災生活道路 



●従前居住者用賃貸住宅の整備 

区の要請に基づき、先ほどご

紹介した木密エリア不燃化促

進事業により取得した土地の

一部を活用し、従前居住者用

賃貸住宅を整備した。管理は

UR が行い、区は必要戸数を借

上げ、密集事業等の協力者に

貸し出すこととしている。 

●防災道路等の沿道における面

的整備検討 

接道不良敷地、細街路などの

防災上の課題を抱えたエリア

で、造幣局跡地の一部を活用

し、補助 81 号線の沿道まちづ

くりとも連携しながら、面的

な一体整備を検討中。 

 

防災機能の取組み 

●避難地としての防災機能 公共避難所としてオープンスペース、救援物資拠点機能を発揮することを想定として

おり、ヘリポート、大型トラック駐車スペース等を備えている。発災後の時間経過に伴うニーズの変化に対応し

た運用を想定しており、発災直後は一時避難場所として帰宅困難者を救援センターに発災から数日後は物資の搬

入や傷病者の搬送を行い、その後は救援物資の集配拠点として活用を想定。 

■ 豊島区立としまみどりの防災公園管理事務所 所長 村田 尭弘 氏 

IKE・SUN PARK のコンセプト及びこれまでの取組み 

日比谷アメニス・NTT アーバンバリューサポート共同事業体を組んで、下記の 3 つのコンセプト

の下、指定管理者として管理を行っている。①公園を起点に循環を生む、②多様性を楽しめるコミ

ュニティをつくる、③小商いや新しいチャレンジを応援する、豊島区で最も広い公園ということで、

豊島区との共催で毎週末開催しているファーマーズマーケット、夜の公園を盛り上げる取組みとし 

て、園内の飲食店舗にも協力いただいて実施しているサンセットビアガーデン、コンサートイベント、池袋ハロウ

ィンコスプレフェスティバルなど、さまざまな企画が催されている。 

IKE・SUN PARK のまちづくりへの取組み 

●1～3 年目の取組み 

令和 2 年度 当初は 7 月に全面開園の予定だったが、

コロナ禍により 7 月部分開園、12 月全面開園となっ

た。まずは IKE・SUN PARK を知っていただくことを念

頭に、①コロナ禍での衛生面での対応として、カフェ

は席数を減らし収益計画をギリギリまで落として再

検討、公園でも手指消毒、マスク着用の呼びかけを行

った。②いろいろな使われ方で芝生の生育が困難にな

る状況があり、公園の“あり方”を定め、デザイン等

を工夫した「芝生レター」で発信した。③「としまみ

どりの防災公園をよくする会」発足、「Dear Ikebukuro」

のロゴを作って近隣事業者と連携するなど、近隣との

関係構築を行った。  

としまみどりの防災公園における取組み 

IKE・SUN PARK 

東池袋四・五丁目地区の全体の計画

 


